
原水爆禁止訴え
サダコの折り鶴

子どもたちの被害に焦点

佐
々
木
禎
子
さ
ん
の
生
涯
を
た
ど
っ
た
一

ポ
ス
タ
ー
の
パ
ネ
ル
展

原
水
爆
禁
止
諏
訪
市
協
議

会
（
宮
坂
茂
雄
会
長
）
が
主

催
す
る
「
サ
ダ
コ
と
折
り
鶴

ポ
ス
タ
ー
展
」
が
詑
日
、
諏

訪
市
役
所
ロ
ビ
ー
で
始
ま
っ

た
。
広
島
平
和
記
念
資
料
館

（
広
島
市
）
か
ら
借
り
受
け

た
約
2
0
点
の
ポ
ス
タ
ー
パ
ネ

ル
と
、
広
島
の
高
校
生
が
描

い
た
原
爆
の
絵
な
ど
を
展

示
。
広
島
で
被
爆
し
、
死
の

床
で
鶴
を
折
り
続
け
た
少

女
、
佐
々
木
禎
子
さ
ん
（
享

年
は
）
の
生
涯
を
た
ど
り
、

禎
子
さ
ん
と
家
族
、
同
級

生
、
同
様
に
被
爆
し
た
子
ど

も
た
ち
の
苦
し
み
、
原
爆
の
l

む
ご
た
ら
し
さ
を
伝
え
て
い

る
。
2
6
已
午
後
3
時
ま
で
。

（
日
比
野
真
由
美
）

禎
子
さ
ん
は
2
歳
の
時
に
爆

心
地
か
ら
1
・
6
㌔
ほ
ど
の
自

宅
で
被
爆
。
当
時
、
外
傷
は
な

か
っ
た
が
小
学
6
年
生
の
時
に

白
血
病
を
発
症
。
約
8
カ
月
間

の
闘
病
生
活
の
中
で
、
死
に
お

び
え
な
が
ら
も
回
復
を
祈
っ
て

千
羽
鶴
を
折
り
続
け
た
。
パ
ネ

ル
で
堕
空
芸
頃
に
運
動
会
で

活
躍
す
る
姿
、
病
床
で
回
復
の

た
め
に
激
痛
を
こ
ら
え
た
様
子

な
ど
を
写
真
と
文
で
克
明
に
見

せ
、
父
母
や
同
級
生
の
苦
悩
も

明
ら
か
に
し
て
い
る
。

展
示
は
反
戦
と
核
兵
器
の
使

用
禁
止
を
訴
え
る
活
動
の
一

環
。
子
ど
も
た
ち
の
被
害
に
焦

点
を
当
て
た
展
示
は
初
め
て

で
、
「
禎
子
さ
ん
と
同
世
代
子
の

親
子
に
見
て
も
ら
い
た
い
」
（
宮

坂
会
長
）
と
の
願
い
を
込
め
た
。

市
内
在
住
の
河
西
美
恵
子
さ

ん
は
「
子
ど
も
の
目
線
、
立
場
で

の
戦
禍
、
生
き
ざ
ま
に
心
を
揺

す
ら
れ
た
。
世
界
は
戦
争
や
侵

略
が
相
次
ぎ
、
各
国
が
い
が
み

あ
い
、
核
の
使
用
を
ち
ら
つ
か

せ
る
危
険
な
状
況
。
個
々
の
力

は
小
さ
く
て
も
何
か
し
な
く
て

は
、
平
和
へ
の
声
を
上
げ
な
く

て
は
と
の
気
持
ち
に
突
き
動
か

さ
れ
た
」
と
話
し
て
い
た
。


